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財
団
概
要

調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
設
立
30
周
年
に
寄
せ
て

ご
あ
い
さ
つ

　

当
財
団
は
1
9
9
5
年
3
月
に
設
立
さ
れ
、同
年
10
月
に
開
館
し
た
文
化
会

館
た
づ
く
り
と
と
も
に
、2
0
2
5
年
に
30
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、市
民
の
皆
さ
ま
、事
業
や
運
営
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
の
長
年
の
お
力
添
え
と
ご
愛
顧
の
賜
物

と
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

当
財
団
で
は
設
立
当
初
か
ら
、
文
化
会
館
た
づ
く
り
と
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

を
拠
点
に
、
文
化
芸
術
、
生
涯
学
習
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
取
り
組
み
、

2
0
1
9
年
か
ら
は
せ
ん
が
わ
劇
場
、2
0
2
4
年
か
ら
は
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
の
運
営
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
5
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た「
調
布
市
文
化
芸
術
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

は
、共
生
社
会
の
充
実
や
、多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
文
化
芸
術
の
推
進
、福
祉

や
教
育
、観
光
を
は
じ
め
関
連
分
野
の
各
施
策
と
の
連
携
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、

文
化
芸
術
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
以
前
に
も
増
し
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、2
0
2
5
年
4
月
か
ら
、多
文
化
共
生
の
実
現

を
目
指
し
て「
B
E
Y
O
N
D
 C
U
L
T
U
R
E
S 

た
づ
く
り
は 

お
も
し
ろ

い
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
30
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
年
齢
、

障
害
の
有
無
、
国
籍
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
楽
し
み
、
交

流
で
き
る
よ
う
、外
国
人
や
障
害
の
あ
る
方
の
お
話
も
伺
い
な
が
ら
、ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、取
り
組
む
な
か
で
、沢

山
の
笑
顔
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

1
年
間
を
通
じ
て
ご
来
館
さ
れ
た
方
々
が
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
っ
た「
ト
リ

ド
リ
カ
ー
ド
」に
は
、た
づ
く
り
へ
の
愛
と
夢
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、豊
か
で
彩
り
に
満
ち
た
市
民

生
活
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
が
設
立
30
周
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
貴
財
団
と
市
は
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、調
布
の
文
化
芸
術

の
振
興
に
向
け
、様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、貴

財
団
が
設
立
30
周
年
、そ
し
て
調
布
市
も
市
制
施
行
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年

を
共
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
財
団
に
は
、調
布
の
文
化
芸
術
の
発
信
・
活
動
拠
点
と
し
て
中
心
的
な
役

割
を
担
う
文
化
会
館
た
づ
く
り
の
ほ
か
、グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
、せ
ん
が
わ
劇
場

の
3
館
を
運
営
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
と
し

た
音
楽
の
祭
典
で
あ
る「
調
布
国
際
音
楽
祭
」や
映
画
の
つ
く
り
手
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た「
映
画
の
ま
ち
調
布　

シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
調
布
よ
さ

こ
い
を
今
年
度
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た「
ち
ょ
う
ふ
彩
咲
祭
」、
調
布
市

文
化
協
会
を
中
心
と
し
た
多
く
の
市
民
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
発
表
の
場

で
あ
る「
市
民
文
化
祭
」
な
ど
の
取
組
を
通
し
て
、
身
近
で
愛
着
の
あ
る
場
で

質
の
高
い
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
幅
広
い
世
代
の
市
民
に
提
供
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

市
は
、2
0
2
5
年
3
月
に「
調
布
市
文
化
芸
術
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、同
年
4
月
に
は「
調
布
市
若
者
の
文
化
芸
術
活
動
及
び
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
応
援
に
関
す
る
条
例
」を
施
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
基
づ
き
、引

き
続
き
市
民
の
多
彩
な
文
化
芸
術
活
動
を
通
し
た
共
生
社
会
の
充
実
及
び
魅

力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、条
例
に
基
づ
く
若
者
の
文
化

芸
術
活
動
の
応
援
に
寄
与
す
べ
く
、今
後
も
、貴
財
団
と
共
に
様
々
な
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、公
益
財
団
法
人
調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調布市長

長友　貴樹
公益財団法人調布市文化・
コミュニティ振興財団

理事長　榊󠄀　正剛

3 0 t h  A n n i v e r s a r y
１　豊かな人間性を育む文化芸術の推進

２　地域の多様な特色を生かした調布ブランドの創造・発信

３　誰もが参加できる創造・活動の場

４　文化プラットフォームの形成と地域コミュニティの活性化

５　利用者中心の弾力的な施設管理運営

基本理念

設 立

基 本 財 産

代 表 者

事 業 費

職 員 数

1995年3月31日（2011年4月1日公益財団法人へ移行）

5億円

理事長　榊　正剛

15億7,928万円（2025年度予算）

51人（2026年3月現在）

公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団

組織

文化事業係

グリーンホール
舞台芸術係

せんがわ劇場制作係

企画経営係

コミュニティ事業係

せんがわ劇場

施設管理係

たづくり
評議員会

理 事 会 事 務 局 文化・コミュニティ事業課

国際交流センター

芸術振興事業課

企 画 課

監　　事
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1995

調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
開
館
20
周
年

文
化
会
館
た
づ
く
り
来
館
者
数
1,
0
0
0
万
人
達
成

「
調
布
よ
さ
こ
い
」第
１
回
開
催

199720022003 2001

京
王
線
連
続
立
体
交
差
事
業
開
始

「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」制
定

「
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
」（
第
１
次
基

本
方
針
）の
策
定

「
指
定
管
理
者
制
度
」の
創
設

「
指
定
管
理
者
制
度
」の
全
面
施
行

「
第
２
次
基
本
方
針
」の
策
定

「
第
３
次
基
本
方
針
」の
策
定

「
公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
三

法
」の
施
行

「
劇
場
・
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に

関
す
る
法
律
」施
行

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」施
行

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
文
化
芸
術
基
本

法
と
な
る

「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」施
行

ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9

調
布
市
制
施
行
70
周
年

木
島
平
村
姉
妹
都
市
盟
約
40
周
年

「
調
布
市
文
化
芸
術
推
進
ビ
ジ
ョ

ン
」策
定

「
調
布
市
若
者
の
文
化
芸
術
活
動

及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
応
援
に
関

す
る
条
例
」施
行

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
世
界
的
に
拡
大

東
京
2
0
2
0
大
会
、

無
観
客
開
催

改
正「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

施
行

2005 2004200620072008200920102011201220142015 20132016201720182020 2019202120232024

文
化
会
館
た
づ
く
り
開
館
及
び
財
団
設
立
10
周
年

た
づ
く
り
・
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
開
始

調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
開
館
30
周
年

バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン（
Ｂ
Ｃ
Ｊ
）と

相
互
協
力
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

公
益
財
団
法
人
に
移
行（
公
益
財
団
法
人
調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
）

「
調
布
音
楽
祭
」第
１
回
開
催

桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
と
相
互
協
力
提
携
に
関
す
る
協
定

を
締
結

文
化
会
館
た
づ
く
り
開
館
及
び
財
団
設
立
20
周
年

文
化
会
館
た
づ
く
り
来
館
者
数
5,
0
0
0
万
人
達
成

「
映
画
の
ま
ち
調
布 

シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」第
1
回
開
催　

調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
基
本
計
画（
令
和
元
年
度
～
10
年
度
）

を
策
定

調
布
市
か
ら
移
管
し
、
せ
ん
が
わ
劇
場
の
指
定
管
理
開
始

桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
と
相
互
協
力
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

文
化
会
館
た
づ
く
り
開
館
及
び
財
団
設
立
30
周
年

「
調
布
よ
さ
こ
い
」が「
ち
ょ
う
ふ
彩
咲
祭
」へ

財
団

調
布
市

ト
ピ
ッ
ク
ス

文
化
芸
術
を
通
し
た
共
生
社
会
の
充
実
に
向
け
た
取
組

「
パ
ラ
ハ
ー
ト
ち
ょ
う
ふ 

ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ 

Ａ
Ｒ
Ｔ
」の
本
格
始
動　

小
笠
原
響
せ
ん
が
わ
劇
場
芸
術
監
督
就
任

調
布
市
国
際
交
流
協
会
事
業
を
継
承
し
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て

運
営
開
始

調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
開
館
40
周
年

「
調
布
音
楽
祭
」が「
調
布
国
際
音
楽
祭
」へ

調
布
市
せ
ん
が
わ
劇
場
開
館

調
布
市
制
施
行
60
周
年

「
豊
か
な
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」

制
定

「
第
４
次
基
本
方
針
」の
策
定

ト
リ
エ
京
王
調
布
開
業（
Ｃ
館
で

は
「
イ
オ
ン
シ
ネ
マ 

シ
ア
タ
ス

調
布
」が
営
業
開
始
）

京
王
線
調
布
駅
地
下
化
完
成

（
調
布
駅
〜
国
領
駅
間
な
ど
）

年 史

丸山智子理事長 松本嘉郎理事長荻本貞臣理事長

たづくり・グリーンホールの第2期指定管理 第1期指定管理たづくり・グリーンホールの第3期指定管理たづくり・グリーンホールの第4期指定管理

せんがわ劇場の第１期指定管理せんがわ劇場の第2期指定管理

2025

榊󠄀正剛理事長

財
団
法
人
調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
設
立

文
化
会
館
た
づ
く
り
開
館
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令和７年５月３日（土・祝）～令和８年3月31日
文化会館たづくり館内各所

ち ょ う ふ 彩
さい

咲
さい

祭
さい

ユ
メ
ト
リ
ド
リ
～
た
づ
く
り
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

それぞれの目的をもってたづくりを訪れる皆様ひとりひとりの想
いを共有できたら、と考え企画したワークショップ。黒木ユタカ
さんデザインの３種の「トリドリカード」には、10年後のたづくり
／たづくりの好きなところ／たづくりのおすすめの場所への想い
が綴られています。皆様から集まったトリドリカードは2000枚
を超え、たづくり館内を彩りました。

　

1
9
7
7
年
に
始
ま
っ
た「
調
布
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

を
財
団
が
継
承
し
、2
0
0
3
年
か
ら
は「
調
布
よ
さ

こ
い
」と
し
て
21
回
開
催
。
2
0
2
5
年
よ
り「
ち
ょ
う

ふ
彩
咲
祭
」と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
に
加
え
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、阿
波
踊
り
、吹

奏
楽
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、飲
食
や
子
ど
も
向
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
車
い
す

ダ
ン
サ
ー
の
か
ん
ば
ら
け
ん
た
さ
ん
、車
い
す
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
の
中
嶋
涼
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て

行
っ
た「
彩
咲
祭
み
ん
な
の
パ
レ
ー
ド
」
は
、
年
齢
・
性

別
・
国
籍
な
ど
関
係
な
く
、多
様
な
方
々
が
集
ま
り
、パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
本
祭
終
了
後
に
開

催
し
た「
み
ん
な
の
デ
ィ
ス
コ
」で
は
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
出
演
者
、ゲ
ス
ト
、来
場
者
み
ん
な
で
懐
か
し
の
デ
ィ

ス
コ
ソ
ン
グ
で
踊
り
ま
し
た
。

　

多
彩
な
企
画
に
よ
っ
て
、
参
加
者
・
来
場
者
共
に

「
ち
ょ
う
ふ
彩
咲
祭
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る「
だ

れ
も
が
笑
顔
！
」
と
な
り
、
様
々
な
立
場
の
市
民
が
交

流
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

30周年記念事業では、調布市と共に

掲げる“共生社会の充実”を目指し、国

籍や民族が異なる人々が、互いの文化

への理解を深め、認め合い、交流する

多文化共生の実現に向けて、誰もが楽

しめる事業を実施してきました。1年

間を通して開催された記念事業を振

り返ります。

令和７年10月４日（土）
午前11時～午後４時30分
たづくりエリア（くすのきホール、むらさき
ホール、たづくり北側道路、市役所前庭）
旧甲州街道（調布駅北口～布田駅前）

Detail

Detail

周 年
事 業



3 0 周 年 事 業

9 8

令和７年７月26日（土）～令和７年８月９日（土）
ワークショップ・リハーサル（全７回）
令和７年８月10日（日）発表会　
せんがわ劇場ホール

世
界
の
空
に
耳
を
す
ま
し
て

～
ソ
プ
ラ
ノ
と
ピ
ア
ノ
で
奏
で
る
音
楽
会
～

わ
た
し
／
あ
な
た
／
せ
ん
が
わ
劇
場
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
シ
ア
タ
ー

『
い
ま
・
こ
こ
・
わ
た
し
と
あ
な
た
～
な
つ
の
お
も
い
で
～
』

　

ち
ょ
う
ふ
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
が
、
多
文

化
共
生
の
実
現
に
向
け
て
、
誰
も
が
楽
し
め
る

よ
う
に
企
画
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

2
0
2
5
年
4
月
か
ら
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
森
下

唯
さ
ん（
調
布
国
際
音
楽
祭
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）と
、ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
メ
ニ
ッ

シ
ュ
純
子
さ
ん
と
共
に
毎
月
1
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、企
画
を
練
り
ま
し
た
。
全
体
の
テ
ー

マ
は
世
界
を
つ
な
ぐ「
空
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

第
1
部
は「
ど
こ
か
で
聴
い
た
空
の
歌
」と
題

し
、
0
歳
か
ら
楽
し
め
る
よ
う
世
界
の
民
謡
や

子
守
歌
を
中
心
と
し
た
曲
目
で
お
送
り
し
ま
し

た
。
第
2
部
は「
星
降
る
夜
に
想
い
を
寄
せ
て
」

と
題
し
、A
・
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
を
は
じ
め
、世

界
の
夜
空
を
感
じ
る
曲
目
で
お
送
り
し
、
大
人

が
楽
し
め
る
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
齢
、性
別
、障
害
な
ど
、多
様
な
背
景
を
持

つ
13
名
が
参
加
し
、演
劇
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作

品
を
創
作
し
ま
し
た
。
初
日
は
お
互
い
に
緊
張

し
た
面
持
ち
で
自
己
紹
介
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
丁
寧
で
寄
り
添
っ
た
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、7
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
し
て
対
話
を
重
ね
、表
現
を
繰
り
返
す
こ

と
で
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。
最

終
日
に
は
発
表
会
を
行
い
、家
族
や
友
人
の
前

で
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
で

き
な
い
こ
と
を
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
助
け
て
と

言
え
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
お
互
い
の〝
で

き
な
い
〟を
補
い
合
え
る
関
係
が
素
敵
だ
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
、
作
品

づ
く
り
を
通
し
て
、
お
互
い
を
理
解
し
、
違
い

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
改
め
て
見
つ
め
直
す
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

かんばら けんた（車いすダンサー）

深堀 絵梨（演出家・振付家　せんがわ劇場ＤＥＬメンバー）

タカミ ナオミ（演出家　せんがわ劇場ＤＥＬメンバー）

ファシリテーター

Detail

記録動画

令和７年11月24日（月・休）第１部　午前11時～　／　第２部　午後３時～
グリーンホール小ホール

Detail

　

日
台
合
作
の
本
作
を
、
前
田
浩

子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
る
ゲ
ス

ト
ト
ー
ク
付
き
で
上
映
し
ま
し
た
。

ト
ー
ク
で
は
手
話
通
訳
と
U
D

ト
ー
ク
に
よ
る
日
英
リ
ア
ル
タ
イ

ム
文
字
変
換
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
、

東
京
外
国
語
大
学
の
倉
田
明
子
准

教
授
の
進
行
の
も
と
、国
境
を
越
え

た
映
画
製
作
の
舞
台
裏
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

映画のまち調布 シネマフェスティバル関連上映会

ユニバーサル上映会『青春18×２ 君へと続く道』
令和７年８月９日（土）午後４時～
文化会館たづくりくすのきホール

Detail

昆 虫 の は な し
Let's talk about insects

　

写
真
、
絵
本
、
ス
ポ
ン
ジ
オ
ブ

ジ
ェ
で
独
自
の
世
界
観
を
表
現
し

て
い
る
海
野
和
男
さ
ん
、
舘
野
鴻

さ
ん
、
ヨ
シ
カ
ワ
ゴ
エ
モ
ン
さ
ん

の
3
人
に
よ
る
昆
虫
の
リ
ア
ル
に

迫
る
展
覧
会
。
た
づ
く
り
館
内
に

も
作
品
が
点
在
し
、
多
く
の
子
ど

も
達
が
館
内
を
巡
り
ま
し
た
。
チ

ラ
シ
も
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
を
用
意
し
ま
し
た
。スポンジで作る虫ヘッド

は子どもたちに大人気！

令和７年６月25日（水）～令和７年９月15日（月・祝）
文化会館たづくり展示室、エントランスホール、館内各所

Detail

マチトリドリ２～イラストレーターと見る調布の今とこれから～
　
「
調
布
」
の
ま
ち
を
テ
ー
マ
に
街
の
魅
力
を
新
た
に

発
見
す
る
展
覧
会「
マ
チ
ト
リ
ド
リ
」の
第
二
弾
。

　

様
々
な
街
を
見
て
き
た
3
組
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

ア
イ
ザ
ワ 

デ
ィ
ー
ン
さ
ん
、イ
ス
ナ
デ
ザ
イ
ン
さ
ん
、

小
川
真
二
郎
さ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
調
布
を

見
つ
め
描
き
下
ろ
し
た
新
作
を
展
示
。

　

会
場
内
に
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
日
本
語
教
室
に

通
っ
て
い
る
外
国
人
の
み
な
さ
ん
か
ら
調
布
の
印
象
を

聞
い
た
パ
ネ
ル
も
設
置
し
ま
し
た
。
期
間
中
は「
調
布

の
ま
ち
の
未
来
を
立
ち
上
げ
る
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

日
本
語
が
苦
手
な
外
国
の
方
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
使
用
し
た
対
話
型
鑑
賞
を
実

施
し
、多
様
な
人
々
が
つ
な
が
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

令和７年10月３日（金）～令和８年１月12日（月・祝）
文化会館たづくり展示室

Detail

撮影・青二才晃

座談会の様子
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F R I E N D S H I P  D AY  2 0 2 5
　

来
場
者
が
各
国
の
文
化
等
を
知
っ
て
、
見
て
、
楽
し

ん
で
、出
展
国
者
と
交
流
し
お
互
い
を
知
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

2
0
2
5
年
は
、〝深
め
よ
う
、
世
界
と
の
絆
、
調
布

か
ら
〟の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、イ
ン
ド
、 

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、 

パ
キ
ス
タ
ン
、 

フ
ィ
リ
ピ
ン
、 

フ
ラ
ン
ス
、 

ル
ー
マ
ニ
ア
、 

中
国
、日
本
の
9
か
国
が

出
展
し
、国
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
民

族
衣
装
・
民
芸
品
等
の
展
示
、
ま
た
イ
ン
ド
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
等
の
民
族
舞
踊
や
日
本
の
津
軽
三
味
線
等
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
も
楽
し
め
る
よ
う
、
各
国
の
ブ
ー

ス
で
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
実
施
し
、好
評
で
し
た
。

令和７年８月９日（土）午後１時30分～午後３時30分
文化会館たづくりむらさきホール

Detail

第 3 0 回 日 本 語 で 話 そ う 会
　

旧
調
布
市
国
際
交
流
協
会
設
立
時
か
ら
回
を
重
ね
、

第
30
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
日
々
日
本
語
学
習
に
励
む
外

国
の
方
々
が
、
自
由
な
テ
ー
マ
で
日
本
語
で
発
表
し
ま

す
。
成
人
ク
ラ
ス
で
学
習
を
す
る
人
、小
さ
な
子
ど
も
を

連
れ
て
〝だ
っ
こ
ら
っ
こ
く
ら
ぶ
〟に
参
加
す
る
マ
マ
や

パ
パ
、市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
外
国
に
繋
が
る
児
童
・

生
徒
、色
々
な
国
の
、幅
広
い
世
代
の
、多
様
な
方
か
ら
、

「
自
分
の
国
の
こ
と
」、「
日
本
に
来
て
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
」、「
日
本
に
来
て
驚
い
た
こ
と
」、「
将
来
の
夢
」等
に

つ
い
て
、興
味
深
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

発
表
者
は
一
緒
に
学
習
す
る
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、原
稿
を
作
成
し
推
敲
を

重
ね
、練
習
を
繰
り
返
し
、本
番
に
挑
み
ま
し
た
。

　

来
場
者
が
気
軽
に
発
表
者
ら
に
話
し
か
け
、交
流
す

る
場
面
も
見
ら
れ
る
温
か
い
雰
囲
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

令和７年11月15日（土）午後１時30分～午後4時
文化会館たづくり大会議場

Detail

ニ ュ ー イヤ ー パ ー ティ 2 0 2 6
　

Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員
や
市
民
、
日
本
人
、
外
国
人
が
一
堂

に
会
し
、新
し
い
年
の
訪
れ
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
で
す
。

　

会
員
ら
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
の
ほ
か
、

参
加
者
体
験
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、調
布
ゆ
か
り
の

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
、全
員
参
加
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
あ
り
、盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
女
性
ら
に
よ
る「
バ
ン

ブ
ー
ダ
ン
ス
」、江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
芸「
大
江
戸

玉
す
だ
れ
」、シ
リ
ア
出
身
女
性
に
よ
る
歌
が
披
露
さ
れ
、

来
場
者
の
目
と
耳
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 令和8年1月17日（土）午後2時～午後4時

文化会館たづくり大会議場
Detail

宮 本 益 光 バ リ ト ン リ サ イ タ ル
　

バ
リ
ト
ン
歌
手
で
桐
朋
学
園
大

学
教
授
の
宮
本
益
光
さ
ん
に
よ
る

リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

宮
本
さ
ん
は
、懐
か
し
い
文
部
省

唱
歌
か
ら
現
代
作
品
ま
で
、時
代
を

超
え
て
心
に
響
く「
日
本
の
う
た
」

の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
披
露
。
合

唱
ス
テ
ー
ジ
で
は
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ

で
指
導
を
受
け
た
神
代
中
学
校
・
第

六
中
学
校
合
唱
部
と
、女
声
合
唱
団

「
桐
」（
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学

卒
業
生
）が
、宮
本
さ
ん
作
詞
の
楽

曲
を
一
体
感
の
あ
る
生
き
生
き
と

し
た
演
奏
で
届
け
、世
代
を
超
え
た

地
域
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、U
D
ト
ー
ク
に
よ
る
字

幕
表
示
、手
話
通
訳
、点
字
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
鑑
賞
サ
ポ
ー
ト
も
充

実
。
幅
広
い
市
民
が
日
本
の
歌
の

素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

令和７年11月29日（土）午後3時～
文化会館たづくりくすのきホール

Detail

小さな小さな音楽会 vol.334小さな小さな音楽会 vol.333

 

調
布
ゆ
か
り
の
演
奏
家
が
市
民

に
質
の
高
い
芸
術
を
届
け
る
機
会

と
し
て
、
昼
時
に
文
化
会
館
た
づ

く
り
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
で

無
料
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
2
回
行
い

ま
し
た
。

　
「
世
界
の
多
様
な
楽
器
や
国
際
色

豊
か
な
音
楽
に
触
れ
る
」を
テ
ー
マ

に
、
イ
・
フ
ィ
ラ
ト
ー
リ
・
デ
ィ
・
ム

ジ
カ
さ
ん（
リ
コ
ー
ダ
ー
と
バ
ロ
ッ

ク
ハ
ー
プ
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
の
音

楽
）、李
洋
洋
さ
ん（
中
阮
と
二
胡
な

ど
に
よ
る
中
国
の
音
楽
）と
い
う
個

性
あ
ふ
れ
る
2
組
の
団
体
が
出
演

し
ま
し
た
。

　

ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
た
方
々
も
、

し
ば
し
素
敵
な
音
楽
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
演
奏
家
に
と
っ
て
も
、

幅
広
い
市
民
に
音
楽
を
届
け
る
貴

重
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

令和７年９月10日（水）午後零時５分～
文化会館たづくりエントランスステージ

Detail 令和７年11月12日（水）午後零時５分～
文化会館たづくりエントランスステージ

Detail

調 布 国 際 音 楽 祭 2 0 2 5
　

調
布
国
際
音
楽
祭
は
、調
布
出
身
の
音
楽
家
・
鈴
木
優

人
さ
ん
、森
下
唯
さ
ん
を
中
心
に
、国
内
外
の
優
れ
た
演

奏
家
が
集
う
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
祭
典
と
し
て
、
毎
年

質
の
高
い
公
演
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
様
々
な
地

域
か
ら
若
手
演
奏
家
が
参
加
し
、第
一
線
の
音
楽
家
と

の
共
演
を
通
じ
て
、毎
年
新
た
な
表
現
に
挑
ん
で
い
ま

す
。
今
年
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ヨ
ン
・
シ
ゥ
・
ト
ウ
音
楽

院
の
留
学
生
７
名
が
参
加
し
、
演
奏
面
は
も
ち
ろ
ん
、

国
際
的
な
交
流
の
場
と
し
て
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
海
外
か
ら
の
留
学
生
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て

地
域
と
の
つ
な
が
り
も
深
め
ま
し
た
。

令和７年６月21日（土）～令和７年６月29日（日）
グリーンホール、文化会館たづくり、せんがわ劇場、深大寺本堂ほか

Detail

©K.Miura ©K.Miura ©K.Miura

©K.Miura



28回続いた調布映画祭を2019年にリニュー
アル。映画・映像を楽しむ機会の創出と地域文
化の振興を目的に、市内映画・映像関連企業と
連携し、映画のつくり手にスポットを当てた
映画祭です。

夏の風物詩「調布よさこい」を10月開催に刷
新。誰もが集い交流できる場として、よさこ
いに加えダンスや音楽、ワークショップなど
多彩な企画を楽しめる、市民参加型のおまつ
りとして2025年にリニューアルしました。

2013年から続く、初夏に開催される地域の
特色を活かしたクラシック中心の音楽祭です。
音楽家・鈴木優人を中心に、手作りの感覚とク
オリティを両立させたラインナップで親しま
れています。

13 12

地 域と
と も に

財団の実施する文化芸術事業は、多く

の企業・団体の皆さまのご理解とご協

力によって支えられています。地域

に根ざした多様なパートナーとの連

携の歩みを、「調布国際音楽祭」、「映

画のまち調布　シネマフェスティバ

ル」、「ちょうふ彩咲祭」の３つのお祭

りを中心に、ご紹介します。

Regional Partner

創設者・鈴木雅明氏が市内

在住であったことを契機

に、2010年に協定を締結。

以来、公開リハーサルなど

の協定事業を継続し、市民

に質の高い音楽鑑賞の機

会を提供しています。この

協力関係を基に2013年に

音楽祭を立ち上げました。

バッハ・コレギウム・
ジャパン

©K.Miura
調布国際音楽祭

日本を代表する音楽家を

数多く輩出してきた音楽

大学として、2014年に協

定を締結しました。オーケ

ストラ公演のほか、音楽祭

をはじめとする各種音楽

事業を通じて、市民が身近

に音楽に親しむ機会を提

供しています。

桐 朋 学 園 大 学

©K.Miura

調布国際音楽祭

深 大 寺
音楽祭 で は 深大寺本堂 を

会場に、古楽器による有料

公演を毎年実施しており、

本堂で鑑賞できる貴重な

機会として市民に親しま

れています。近年は音楽祭

の開催内容を発表する記

者会見の会場としてもご

協力いただいています。
©K.Miura

調布国際音楽祭

シネフェスの構想段階から

有識者会議・実行委員会に

参画し、上映素材や展示品

の借用のほか所内施設を

「映画のまち調布賞」選考

試写・選考会場としてご提

供いただいています。調布

映画祭時代から長年映画祭

を支えていただいています。

日 活 調 布 撮 影 所

調布シネマフェスティバル

調布シネフェス

調布映画祭時代から上映や

展示にご協力いただいてい

ま す。VFX 制作 の 第一人

者である山崎貴監督の企画

展やトークイベントも実施

し、2025年 に は、国内外

で高く評価された『ゴジラ

-1.0』も上映しました。

株 式 会 社 白 組

調布シネフェス

シネフェス構想段階から実

行委員会に参画いただき、

2023年までは「映画のま

ち調布賞」授賞式・特別上映

会の会場として、スクリー

ンをご提供いただきました。

現在も作品上映や館内 PR

など映画祭の企画・実施に

ご協力いただいています。

イオンシネマ
シアタス調布

調布シネフェス

音楽祭 で は 施設内店舗 で

のコンサートやチケット

半券サービスを実施。シネ

フェスでは実行委員会へ

の参加をはじめ、調布駅構

内大型モニターでの動画

放映 や 京王線中吊 り 広告

など、ＰＲ面で多大なるご

支援をいただいています。

トリエ京王調布
（株式会社京王ＳＣクリエイション）

調布シネフェス

調布国際音楽祭

調布よさこいでは2008年

から2019年まで、演舞や

縁日の会場としてご協力

いただきました。音楽祭で

は2022年 か ら ご 支援 を　　　

いただき、地域に開かれた

音楽の場として神楽殿を

会場とした無料コンサー

トを開催しています。
©K.Miura

布 多 天 神 社

調布国際音楽祭

調布よさこい

「調布よさこい」開催を機

に、旧甲州街道沿いの3商

店会による縁日と流し踊

りの連携が始まりました。

「ちょうふ彩咲祭」へと形

を変えた現在も、地域と祭

りを支える協力体制が受

け継がれています。

調布中央商店会 /
上布田商栄会 / 不動商店会

ちょうふ彩咲祭

レストランフロアやエント

ランスでの音楽演奏をは

じめ、音楽祭ではチケット

半券サービスを実施。シネ

フェスではポスター掲出や

チラシ設置、関連イベント

の施設内実施など、初回か

ら継続的に後援企業として

ご協力いただいています。

調布ＰＡＲＣＯ

調布シネフェス

調布国際音楽祭

2022年から音楽祭に特別

協賛をいただき、協賛の取

組として、会場内で小児が

んの子どもたちのための募

金活動や公演への招待を実

施しています。シネフェス

では、5年にわたり開催し

たファミリーコンサートを

支えていただきました。

アフラック生命保険
株式会社

調布シネフェス

調布国際音楽祭

シネフェスでは構想段階か

ら有識者会議・実行委員会

に参画いただくなど、調布

映画祭時代から長年にわた

り、美術制作をはじめとし

た専門性に基づく多角的な

ご協力をいただいています。

近年は、音楽祭においても

ご支援をいただいています。

株式会社
角川大映スタジオ

受賞者と「映画のまち調布」応援キャラクターガチョラ
Ⓒ角川大映スタジオ

調布シネフェス

調布国際音楽祭
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Messages
 from

Our
Partners

　

調
布
で
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、こ
の
街
は
音
楽
家
と
し
て

の
原
点
で
あ
り
、か
け
が
え
の
な
い
場
所
で
す
。
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
み
な
さ
ま
と
歩
ん
で
き

た
時
間
は
、私
自
身
の
人
生
と
も
深
く
重
な
る
大
切
な
財
産

で
す
。
財
団
の
み
な
さ
ま
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
構
築
し
て

き
た「
手
作
り
の
音
楽
祭
」—

ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
と
ど
ま
ら
ず
、オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ

フ
ェ
、
街
な
か
に
広
が
る
サ
テ
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
力
も
得
な
が
ら
街
全
体
を

音
楽
で
包
む
こ
の
音
楽
祭
の
プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
、地
域
に
根

差
す
財
団
の
真
価
が
表
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の

協
定
に
基
づ
く
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
の
賜
物
で
し
ょ
う
か
、今

や
調
布
市
の
み
な
さ
ま
ほ
ど
バ
ッ
ハ
に
親
し
み
を
持
っ
て

い
る
市
民
は
他
に
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
み
な
さ
ま
と
共
に
、
こ
の「
文
化
の
種
」
を
さ
ら
に

大
き
く
育
て
、豊
か
な
調
べ
を
次
世
代
へ
と
繋
い
で
い
け
る

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

バ ッ ハ・コ レ ギ ウ ム・ジ ャ パ ン 首席指揮者。
2025年1月の BCJ 欧州ツアーを指揮。同年
11月のパリ管弦楽団デビューなど、国内外の
客演も数多い。ジャンルを超えた共演やオペラ
上演にも幅広く取り組む。メディア出演や受賞
多数。東京藝大院、ハーグ王立音楽院修了。

調
布
国
際
音
楽
祭
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

鈴
木
優
人

　

せ
ん
が
わ
劇
場
で
は
、毎
年
開
催
さ
れ
る
演
劇
コ
ン
ク
ー

ル
出
身
の
若
い
演
劇
人
が
集
い
、
財
団
職
員
と
共
に
、
市

民
と
の
接
点
を
重
視
し
た
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
度
に
は
活
動
が
評
価
さ
れ
、地
域
創
造
大
賞（
総

務
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

私
が
芸
術
監
督
と
し
て
お
声
が
け
頂
い
て
か
ら
は
、更
に

主
催
公
演
の
芸
術
的
評
価
向
上
を
念
頭
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。
せ
ん
が
わ
劇
場
で
は
、館
長
を
中
心
と
し
た
劇
場
職
員

と
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
出
身
者
の
選
抜
チ
ー
ム
、芸
術
監
督
が

三
位
一
体
で
劇
場
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
三
者
が
各
々
の
立

場
を
生
か
し
て
事
業
を
計
画
・
実
行
・
評
価
し
合
い
、前
向
き

に
改
善
を
重
ね
て
い
ま
す
。
管
理
者
と
芸
術
家
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
事
業
に
取
り
組
み
、達
成
す
る
歓
び
が
現
場
に
生
ま

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

安
藤
忠
雄
氏
設
計
に
よ
る
劇
場
は
、駅
側
が
斜
め
に
せ
り

出
し
船
の
舳
先
の
よ
う
で
す
。
財
団
設
立
30
周
年
を
新
た
な

船
出
と
し
、
調
布
市
の
文
化
芸
術
振
興
の
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
力
を
合
わ
せ
て
進
み
ま
し
ょ
う
。

フリーの演出家として演劇界で幅広く活動。
2018年、2024年に読売演劇大賞優秀演出家
賞受賞。日本芸術文化振興会プログラムオフィ
サーを務めた経験から近年は劇場における演
劇事業の活性化に努め、地域の演劇振興に貢献。

調
布
市
せ
ん
が
わ
劇
場
芸
術
監
督

小
笠
原
響

　

30
年
と
い
う
長
い
歩
み
の
中
で
、ち
ょ
う
ふ
彩
咲
祭
の
実

行
委
員
長
と
し
て
ご
一
緒
で
き
た
こ
と
を
、と
て
も
有
難
く

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ふ
彩
咲
祭
は
、参
加
す
る
一
人
ひ
と
り
が
自
然
と

主
役
に
な
り
、地
域
の
魅
力
や
力
が
あ
た
た
か
く
伝
わ
っ
て

く
る
、そ
ん
な
お
祭
り
で
す
。

　

企
画
を
形
に
し
て
い
く
過
程
で
生
ま
れ
る
人
と
人
と
の

繋
が
り
や
小
さ
な
想
い
の
積
み
重
ね
が
、こ
の
お
祭
り
の
大

き
な
魅
力
で
あ
り
、大
切
な
実
行
委
員
会
の
役
割
な
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
祭
り
が
調
布
の
街
に
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、に

ぎ
わ
い
だ
け
で
は
な
く
、人
と
人
と
を
や
さ
し
く
結
ぶ
あ
た

た
か
な
関
係
性
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
文
化
や
交
流
、新
し
い
挑
戦
を
育
む
取
り
組

み
を
財
団
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
深
め
、世
代
を
越
え
て
親
し

ま
れ
る
お
祭
り
へ
と
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

A little ballet 主宰 ／ よ さ こ い チ ー ム 彩羽
-iroha- 代表。舞台作品の振付・構成を手がける
ほか、TV・映画などにダンサーとして多数出演。

ち
ょ
う
ふ
彩
咲
祭　

実
行
委
員
長

小
林
麻
美

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
た

1
9
9
5
年
は
、一
方
で
映
画
百
年
の
年
だ
っ
た
。
リ
ュ
ミ

エ
ー
ル
兄
弟
の
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
上
映
か
ら
百
年
、各
国
の

映
画
機
関
が「
映
画
」と
い
う
新
メ
デ
ィ
ア
の
誕
生
を
祝
っ

た
年
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
同
年
に「
調
布
市
の
文
化
芸
術

の
振
興
」を
目
的
と
す
る「
調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
財
団
」は
誕
生
し
た
。
活
動
を
続
け
て
は
や
30
年
で
あ
る
。

　

財
団
は
2
0
1
9
年
か
ら「
映
画
の
ま
ち
調
布　

シ
ネ
マ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
企
画
、
主
催
し
て
い
る
が
、
い
う
ま

で
も
な
く
、
市
に
と
っ
て
映
画
は
地
域
の
文
化
資
源
・
資
産

で
あ
り
同
時
に
産
業
で
あ
る
。
1
9
3
4
年
に
日
活
が
現

代
劇
部
の
人
員
、家
族
を
京
都
か
ら
大
移
動
さ
せ
、多
摩
川

撮
影
所
を
開
所
し
た
。「
映
画
の
ま
ち
」は
こ
こ
に
始
ま
り
、

90
年
を
経
た
今
も
な
お
角
川
大
映
ス
タ
ジ
オ
、日
活
調
布
撮

影
所
、白
組
調
布
ス
タ
ジ
オ
等
が
こ
の
国
の
映
像
業
界
、そ

の
最
前
線
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
驚
き
と
誇
り
を

持
ち
続
け
た
い
。

1954年生。早稲田大学大学院修了。専門 は
日本映画史・映画政策論。東京国立近代美術館
フィルムセンター研究員を経て、文化庁芸術文
化調査官として映画振興政策の立案・実施に参
画。現在は映像産業振興機構顧問等。

映
画
の
ま
ち
調
布　

シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長

佐
伯
知
紀

　

調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
設
立
30
周
年
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

貴
財
団
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、市
民
の
文
化
活
動
や
学
び

の
場
を
支
え
、調
布
の
魅
力
と
人
々
の
つ
な
が
り
を
育
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、こ
の
地
に
あ
た

た
か
な
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
も
の
と
拝
察
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
ど
も
桐
朋
学
園
大
学
は
、2
0
1
4
年
に
市
の
文
化
向

上
お
よ
び
音
楽
家
の
育
成
に
共
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
た
だ
き
、「
桐
朋
学
園

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
定
期
演
奏
会
」
を
開
催

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
な

眼
差
し
に
包
ま
れ
て
演
奏
で
き
る
こ
と
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、

こ
う
し
た
機
会
が
音
楽
家
を
志
す
学
生
た
ち
の
成
長
を
支
え

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
財
団
が
、今
後
も
人
々
と
歩
み
を
重
ね
、地
域
を
豊
か
に

彩
り
続
け
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

桐朋学園大学を卒業後、文化庁在外芸術家研修
員として、ベルリンに留学。国立ベルリン芸術
大学講師を経て、桐朋学園大学にて主任教授、
副学長を歴任。2022年４月より桐朋学園大学
学長及び桐朋学園大学院大学学長。

桐
朋
学
園
大
学　

学
長

辰
巳
明
子
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た
づ
く
り
解
剖
図

Facilities

・  

1
9
9
5
年
竣
工

・ 

ホ
ー
ル
・
会
議
室
な
ど
の
貸
施
設
、中
央
図
書
館
、保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
様
々

　

な
機
能
を
も
つ
調
布
市
内
最
大
の
複
合
公
共
施
設

過去3年間のデータを見ると、年により多少変わりますが、
11月や年度末の3月に来館される方が多いです。

【
た
づ
く
り
と
は
？
】

屋上
緊急救助用スペース、防災無線

12F

大会議場、1201～1203会議室、展望ロビー

11F

第1・第2創作室、1101～1103学習室、
コミュニティ室、みんなの広場、印刷室、
生涯学習情報コーナー、観光協会、
花火実行委員会事務局

10F

1001・1002学習室、調理実習室、
談話室、茶室、和室、暗室、読書推進室

8F

映像シアター、スタジオ、801会議室、
社会人学習室、一般学習室

7F

保育室、授乳室、財団事務室、図書館事務室

6F

601・602会議室、調布市文化協会、
利用支援コーナー・視聴覚資料室（中央図書館）

B1F

図書館書庫、駐車場、駐輪場、陶窯室

B2F

第1～4音楽練習室、中水処理室、
非常用発電機、ボイラー、消火ポンプ

3F

301～305会議室、調布 FM 放送局

2F

南・北ギャラリー、くすのきホール

4-5F

中央図書館

9F

研修室、編集室、国際交流センター（CIFA）、
リトルギャラリー P18

1F

総合案内、エントランスステージ、喫茶室、
むらさきホール、リハーサル室、楽屋
ゲゲゲギャラリー　　　　　、展示室

警備室、防災センター、井水処理施設（屋外）

P18 P18

来 館 者

2023年３月には開館からの総来館者数が5000万人を突破！

140万人約 12万人約
年間

ひと月
あたり

た づ く り  西 館

5F ： デジタル行政推進課

4F ： 健康推進課、デジタル行政推進課、子ども家庭センター

3F ： 保健センター・健康増進室、総合防災安全課事務室・会議室

3F ： 保険センター　予防接種室・歯科検診室

1F ： 保健センター受付　診察室　親子面談室　検診待合室

B1F・Ｂ2F ： 駐車場

た づ く り の 専 門 施 設

スタジオ、茶室、調理実習室、暗室など

幅広い文化活動に
応える環境が整っ
ています。

スクリーンを常設している施設

1001・1002 学習室、研修室、第１創作室

ピアノ（有料）を常設している施設

くすのきホール、むらさきホール、大会議場、
リハーサル室、音楽練習室、研修室

利 用 率90％ 以 上 の 施 設（ 2 0 2 4 年 度 ）

様々な催し物が開催できるホールや
音楽練習室の人気が際立ちます。

くすのきホール、むらさきホール、リハーサル室、音楽練習室

た づ く り 東 館
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Facilities

展
示
室

テ
ン
ジ
シ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ゲ
ゲ
ゲ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

リ
ト
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

た
づ
く
り
１
階
展
示
室
で
は
、地
域
の
魅
力
を

発
信
し
な
が
ら
、
誰
も
が
美
術
に
触
れ
、
親
し
む

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、入
場
無
料
の

企
画
展
を
年
間
4
～
5
本
行
っ
て
い
ま
す
。

　調布市名誉市民の水木しげる先生といつで
もふれあえる場所として、イラストをはじめ
とした作品の数々を紹介しています。

　たづくり9階の廊下沿いにある「リトルギャ
ラリー」では、自分も作ってみたい！やって
みたい！と思えるような展示を目指し、調布
市で活動する作家の展示を行っています。

　

た
づ
く
り
1
階
展
示
室（
テ
ン
ジ
シ
ツ
）は
文
化
芸
術
を
通

じ
て
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た〝
事
〟を〝
転
〟

じ
、
物
事
を
異
な
る
視
点
か
ら
考
え
て
い
く
場
所
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
A
r
t C
e
n
t
e
r O
n
g
o
i
n
g
代

表
の
小
川
希
さ
ん
を
お
迎
え
し
、展
示
室
が
様
々
な
人
に
と
っ

て
の
居
場
所
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
い
る
人
同
士
が
お

互
い
を「
知
る
」
こ
と
で
、
考
え

が
変
わ
っ
た
り
、
新
し
い
自
分

に
気
付
け
る
よ
う
な
場
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
。

テンジシツで「わたし」が「あなた」を知る

「わたし」を「あなた」に知ってもらう

「わたし」と「あなた」が変わる

　たづくりは調布市から災害時の避難所に指定され

ています。いつ起きるかわからない災害に対して施

設の整備を進めています。

防 災 対 応 バリア フリー

　たづくりでは調布市バリアフリー特定事業計画に

従い、施設のバリアフリー推進と整備を行っています。

災害等での電源喪失時に館内の重要施設への電力供給が
72時間無給油で可能に

● 非常用発電機の更新（ESCO 事業）、
　 燃料タンクの新設

災害に強い施設へ

● くすのきホール、１階エントランスの
　 特定天井の改修

地震発生時に近くの階に自動で停止

● エレベーターに安全装置を設置

たづくりは市のクーリングシェルター※（指定暑熱避難施設）

の指定施設

● １階と5階に来館者用給水機を設置

※暑さをしのぐための一時的な休憩場所

マンガ家・つげ義春のいるところ展（2025年度）

ワークショップ「スポンジでつくる虫ヘッド」

ワークショップ「調布のまちの未来を
立ち上げる」

ふしぎなワクワク—すぐそばにある見えないものたち—
（2025年度）

1F

1F9F

（Ｃ）水木プロ

省エ ネの取 組

◦たづくりが使用するエネルギー（電気・ガスなど）の

うち約９割が電気です。たづくり全体で年間、電気

約9,400万円、ガス約1,100万円、水道約450万円

の光熱水費がかかっています（2024年度実績より）。

◦2021年度から2023度にかけて省エネルギー設備

及び非常用発電設備の更新を行う、ESCO 事業を

実施しました。

ＥＳＣＯ（エスコ）事業ってなに？

　民間事業者（ESCO 事業者）のノウハウを活用しながら、
照明や空調などの設備を省エネ設備に改修し、環境負荷
の低減や光熱水費の効果的な削減を図るものです。施工・
運転・維持管理なども ESCO 事業者が請け負います。改
修による省エネ効果によって削減した光熱水費で工事費
や維持管理費等の経費を賄う仕組みです。

①照明のＬＥＤ化

②非常用発電機の更新

③空調用熱源設備の更新

主な設備更新

改修前の基準年（2019年度）と比較し、ESCOサービス

開始後から毎年・年間25％以上のエネルギー使用量を

削減しました。30年間更新できていなかった熱源設備、

非常用発電機及びエレベーターの更新、照明のLED化

を実施したことにより改修前と比較して大きなエネル

ギー使用量の削減を実現することができました。ESCO

サービスは2021年度から10年間提供されます。

ＥＳＣＯ（エスコ）事業の効果って？

2021年度（基準） 2024年度

CO2換算（t）
2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

30%以上
 削減！

ＣＯ2削減効果

2,577t

1,763t

点字ブロックの安全性向上改修／
トイレ入口に音声誘導装置設置

バリアフリートイレの自動化／
オストメイトトイレ用トイレの設置／
ユニバーサルシートの設置

エレベーターに鏡と
副操作盤設置 2

0
2
6
年
度

調
布
で
し
か
で
き
な
い
・
調
布

な
ら
で
は
の
展
覧
会
の
開
催

2
0
2
4
年
度

調
布
に
ま
つ
わ
る
人
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
情
報
収
集

2
0
2
5
年
度

講
座
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
普
及
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

どなたでも利用しや
すい施設に！他にも
様々なバリアフリー
対応を行っています。

調布ならではのアートイベントを考える 市内のアートや人が集まる場所を取材
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調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

調
布
市
せ
ん
が
わ
劇
場

　

調
布
駅
前
と
い
う
利
便
性
の
良
さ
と
総
合
舞

台
芸
術
を
は
じ
め
式
典
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
幅
広
い

催
し
物
に
対
応
で
き
る
大
小
ふ
た
つ
の
ホ
ー
ル

を
有
し
て
い
ま
す
。
１
９
７
７
年
の
開
館
か
ら
、

長
く
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
王
線
仙
川
駅
か
ら
近
く
に
あ
る
通
称「
安
藤

ス
ト
リ
ー
ト
」の
一
角
に
あ
る
小
さ
な
劇
場
で
す
。

建
物
内
に
は
、
定
員
1
2
1
席
の
小
劇
場（
ホ
ー

ル
）の
ほ
か
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
や
ふ
れ
あ
い
の
家

が
あ
り
、保
育
園
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

創
る
歓
び
に
溢
れ
、心
に
残
る
優
れ
た
舞
台
芸

術
を
生
み
出
す
劇
場
と
し
て
、次
世
代
を
担
う
若

き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
活
躍
す
る
様
々
な
公

演
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〒182-0026
東京都調布市小島町2-47-1
京王線調布駅広場口から徒歩1分
TEL　042-481-7611

〒182-0002
東京都調布市仙川町1-21-5
京王線仙川駅から徒歩4分
TEL 03-3300-0611

貸館情報
使用時間：午前９時～午後９時30分
休館日：毎週月曜日（変則あり）及び
年末年始（12月29日～1月3日）

貸館情報
使用時間：午前９時～午後10時
休館日：毎月第3月曜日（変則あり）及び
年末年始（12月29日～1月3日）

財 団 管 理 施 設Our Fellow

最大定員300人
演奏、演劇などの舞台
発表、公演・会議など、
多目的な利用ができ
る施設です。

最大定員1,301人
（1階871人、２階430人）

演奏、演劇などの舞台発
表、映画会や会議など、
多目的な利用ができる
施設です。特にクラシッ
クコンサートでの音響
に定評があります。

小ホール大ホール

最大定員16人
防音構造のリハーサル
室です。

最大定員121人
演劇、音楽など舞台芸
術の様々な公演、イベ
ントに使用できます。

リハーサル室ホール

　

桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
学
生

に
よ
る
自
主
上
演
実
習
を
劇
場
で

開
催
し
、
市
民
に
広
く
公
開
し
て

い
ま
す
。

　

白
百
合
女
子
大
学
の
社
会
連
携

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
大
学
主
催

の
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
へ
の
参
画

を
は
じ
め
各
種
事
業
で
相
互
協
力

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、劇
場
で
は
、

各
大
学
の
知
見
を
生
か
し
た
学
習

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

約
３
０
０
店
舗
が
立
ち
並
ぶ

商
店
街
で
、
劇
場
と
連
携
し
た
企

画
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
お
ら
ほ

せ
ん
が
わ
夏
祭
り
」
で
は
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
向
け
の
演
劇
公
演
の

会
場
と
し
て
賑
わ
い
ま
す
。

仙
川
地
域
に
あ
る
大
学
と
の

つ
な
が
り

仙
川
商
店
街
と
の
つ
な
が
り

仙川のまちと、劇場

Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員

　

調
布
市
の
国
際
交
流
事
業
は
、1
9
9
4
年
か
ら

調
布
市
国
際
交
流
協
会
が
担
い
、日
本
語
学
習
支
援
、

交
流
事
業
、多
文
化
共
生
事
業
、外
国
人
の
生
活
支
援

等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
4
月
に
は
財
団
が
国
際
交
流
事
業
を

継
承
し
、国
際
交
流
協
会
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
愛
称
は
協
会
時
代
か
ら
親

し
ま
れ
て
き
た
Cシ

ー

フ

ァ

I
F
A
で
す
。

　

C
I
F
A
で
は
学
習
会
員（
日
本
語
学
習
者
、日
本

国
籍
含
む
）と
そ
れ
を
支
え
る
活
動
会
員（
主
に
日
本

人
、外
国
籍
含
む
）が
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員

一
人
ひ
と
り
が
担
い
手
と
な
り
、日
本
語
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、交
流
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、通
訳
・

翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、調
布

の
国
際
交
流
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
人
会
員
は
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の

2
8
0
人
、
主
に
日
本
語
学
習
者
で
あ
る
外
国
人
会

員
は
2
6
0
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。 

Ｃ
Ａ
Ｓ

　

ち
ょ
う
ふ
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ（
C
ho
fu 

Ar
t 
Sup
p
or
ters
略
し
て
Cキ

ャ

ス
A
S
）は
市
民
に

よ
る
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
財
団
の
主
催
・
提
携

事
業
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
の
発
足
以
降
、
登
録
者
は
年
々
増

加
し
、現
在
、高
校
生
か
ら
80
代
ま
で
幅
広
い
世
代

の
メ
ン
バ
ー
が
1
0
0
人
以
上
登
録
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
メ
ン
バ
ー
自
身
の
成
長
や
人
と
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

財
団
職
員
と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
事
業
を

共
に
育
て
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。   

Ｄ
Ｅ
Ｌ

　

Ｄデ

ル
Ｅ
Ｌ
は
、せ
ん
が
わ
劇
場
を
本
拠
に「
レ
ジ
デ
ン

ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」と
し
て
活
躍
す
る
舞
台
芸
術
家

の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
せ
ん
が
わ
劇
場
演
劇
コ
ン
ク
ー

ル
の
出
場
者
を
中
心
に
70
名
超
が
在
籍
し
、劇
場
主

催
の
舞
台
公
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
を
は
じ

め
、演
出
、脚
本
、俳
優
、制
作
な
ど
、様
々
な
形
で
力

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、演
劇
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、市
内
の
児
童
館
や
中
学
校
、大
学
、特
別
支
援
学

級
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
積
極
的
に
足
を
運
び
、

劇
場
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
上
演
や
、演
劇
の
技
法
を

活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
っ
て
い
ま
す
。
表
現
す
る
こ
と
の
面
白
さ
や
、

人
と
関
わ
る
楽
し
さ
に
出
会
え
る
場
と
し
て
、多
く

の
方
に
演
劇
の
魅
力
を
届
け
て
い
ま
す
。

劇場オリジナル作品の上演

子どもたちとのまちなか
パフォーマンス

（白百合女子大学連携事業）

当団体の歩みは、多様な立場から活動に関わる皆さんとともに築かれてきました。

さまざまな形で事業に携わってくださる、私たちにとって欠かせないパートナーの皆さんをご紹介します。
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文
化
協
会
は
、芸
術
・
文
化
の
発
信
と
振
興
を
通
し
、加
盟

団
体
の
発
展
と
相
互
の
連
絡
・
調
整
を
図
り
、市
民
の
心
の
豊

か
さ
の
向
上
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
東
部
・
西
部
・
北

部
の
3
公
民
館
を
含
む
27
団
体
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
に
よ

り
開
催
す
る「
調
布
市
民
文
化
祭
」は
、2
0
2
5
年
で
70
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
3
公
民
館
と
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
及
び
た

づ
く
り
を
会
場
に
、
展
覧
・
展
示
、
大
会
・
発
表
な
ど
様
々
な

形
で
披
露
さ
れ
、文
化
協
会
参
加
の
皆
様
の
活
動
の
成
果
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
来
場
者
の
皆
様
に
と
っ
て
様
々
な
文

化
芸
術
や
人
と
出
会
え
る
場
と
し
て
、長
年
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
文
化
協
会
の
皆
様
の
活
動
に
よ
り
、
調
布
の
豊
か

な
文
化
芸
術
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

1
9
9
6
年
度
ス
タ
ー
ト
の
財
団
主
催
市
民
カ
レ
ッ
ジ「
歌
舞

伎
教
室
」を
経
て
、2
0
0
1
年「
調
布
市
民
歌
舞
伎
」が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
演
出
・
指
導
に
歌
舞
伎
俳
優
中
村
梅
花
先
生
を
迎
え
、

本
格
的
な
歌
舞
伎
で
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
毎
年
３
月
の
調
布

市
民
歌
舞
伎
公
演
は
、2
0
2
6
年
に
30
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

財
団
事
業
へ
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「パラハートちょうふ meets ART」とは、文化芸術の振興による共生社会の充実に向

けて、多様な主体との連携により、多彩なアートとの出会いを通じて、調布市が掲げ

るキャッチフレーズ”パラハートちょうふ”を広める取組です。

“パラハートちょうふ”には、「市内外の多くの方々が、さまざまな障害に対する理解を

深め、一人ひとりが寄り添う心を持ち、手を取り合って暮らせる共生社会を充実させ

たい」という思いが込められており、これまでに様々な取組を展開しています。

2019年4月、従来の会員サービス「ぱれっと倶楽部」を大幅にリニューアルし、「ちょ

うふアートプラス」が誕生しました。ちょうふアートプラスでは、文化を「特定の愛好

家のもの」から「すべての人に開かれた、市民共有の財産」へと変えていくという意志

のもと、市内会員をつくり、会員特典の対象をコンサートチケットだけでなく、映画

や講座等にも広げました。調布市民はグリーンホール、文化会館たづくり、せんがわ

劇場のいずれかの窓口で市内在住を証明するだけで、その場で無料で会員になること

ができます。市民の皆様が文化活動を始める最初の一歩をサポートしています。

文化会館たづくり開館30周年及び財団設立30周年を契機として、財団が募集し

ている寄附金事業及び税制上の優遇制度への理解や賛同の輪を広げるため、寄附

募集を推進しました。文化会館たづくりとグリーンホールに募金箱を設置したほか、

会館利用者へチラシを個別配付しました。募集活動により、30周年を迎えた文化

会館たづくりに、利用者の皆様から温かいご支援を賜りました。いただいた寄附

金は、施設管理運営及び事業の活動資金として大切に活用させていただきます。

財団 HP には、ご芳名を掲載しています。

公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団

古田裕（FULL_DESIGN）

薩川良弥、鈴木智哉

黒木ユタカ（表紙、P16-17）、田渕正敏（P18）、古田英里（P12-15、19）
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1950年生まれ。1974年国立劇場第2期歌舞伎俳優研修修了。４月国立
劇場『妹背山婦女庭訓（いもせやまおんなていきん）』の腰元ほかで山崎
隆の名で初舞台。1975年４月七代目中村芝翫に入門し、二代目中村芝喜
松を名乗る。1991年４月歌舞伎座『野崎村』下女およしほかで名題昇進。
2016年10月歌舞伎座『女暫』の局唐糸ほかで四代目中村梅花を襲名し幹
部昇進。調布市民歌舞伎の講師を約30年務めている。

歌舞伎俳優 中村 梅花　氏

講師プロフィール

会 員 随 時 募 集 中
歌舞伎の魅力・奥深さを「実演」を通して学び、
また公演によって調布の文化に貢献することを
目標としています。毎年3月に公演を予定して
いますので、稽古は週１回木曜か土曜の夜です
が、公演間近の期間は稽古日の増加もあります。
調布市内・市外を問わず、12歳から84歳まで
様々な方々が、仲良く、楽しくお稽古しています。
皆様のご参加をお待ちしています。

調布市民歌舞伎一同

「パラハートちょうふ meets ART」　
（共生社会の充実に向けた取組について）　

３０周年ロゴは、調布市出身・在住のイラストレーター・映像監督の黒木ユタカさんに作成いただきました。
本誌でも様々なページで黒木さんのイラストが登場します。

公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団
〒182-0026東京都調布市小島町2-33-1
042-441-6111（代表）／ FAX  042-441-6160
2026年3月19日
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30周年事業の多様さ、複合施設であるたづくり、様々な目的で集う市民、多様なヒト・

モノ・コトにあふれる調布らしい共生社会を目指そうという思いを込めています。

ちょうふアートプラス

30 周年記念寄附金

皆 様 か ら の ご 支 援 が 、
調 布 の 芸 術 、社 会 、未 来 を つ な げ て い き ま す。

B E Y O N D  C U L T U R E S 　 た づ く り は 　 お も し ろ い

日 常 に「 ア ー ト 」と い う 彩 り を「 プ ラ ス 」！

アートプラス会員数

2015年

277
182

計459人

2020年 4,006 668 計4,674人

2025年 5,593 550 計6,147人

市内 市外

総額　117，655円 （2026年3月5日時点）
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